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！

MITSUNARI MESHI
石田三成ゆかりの味

▪長浜市観光振興課  ☎ 0749-65-6521
▪米原市商工観光課  ☎ 0749-58-2227
▪彦根市観光企画課  ☎ 0749-30-6120

▼ SNSでも最新情報発信中！
フェイスブック	https://www.facebook.com/mitsunarist
ツイッター	 https://twitter.com/mitsunarist イラスト：もとむらえり（松本匡代 著『石田三成の青春』より）

長浜・米原・彦根
MEET
三成

ver.2.0

長浜市・米原市・彦根市の石田三成公を慕う団体な
どが集結し、三成公の魅力を全国に発信。詳しい観
光情報を掲載した情報誌「MEET 三成」を無料配布中。



ミ
ツ
ナ
リ
ス
ト
が

史
跡
案
内

現
地
を
訪
れ
る
と「
石
田
治じ

部ぶ
の

少し
ょ
う

輔ゆ
う

出
生
地
」と
刻
ま
れ
た
碑
と

石
田
三
成
像
が
迎
え
て
く
れ
る
。

石
田
会
館
で
は
三
成
の
事
跡
を
パ

ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。

石
田
に
残
る
小こ

字あ
ざ

名「
治じ

部ぶ

」

は
三
成
の
官か
ん

途と
「
治
部
少
輔
」
か

ら
命
名
さ
れ
た
も
の
で
、そ
の「
治

部
」の
南
西
端
に「
堀
端
」あ
る
い

は「
治
部
池
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ

な
池
が
あ
り
、石
田
屋
敷
の
堀
の
一

部
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

石
田
家
は
、土
豪
と
か
地
侍
と
か

呼
ば
れ
る「
村
の
武
士
」
で
あ
っ

た
。こ
の
地
に
は
、他
の
土
豪
の
家

と
同
じ
よ
う
に
、堀
と
土
塁
で
囲

ま
れ
た
70
ｍ
四
方
ほ
ど
の
屋
敷
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
成
の
出
生
地・石
田

▲石田会館横の「治部池」

石田会館前の石田三成像と石碑

第一陣

〶

長浜駅

長浜 IC

8

北
陸
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

●

●

卍

長浜城
歴史博物館 卍

●市民体育館

日吉神社
三成公

グリー
ンロー

ド

観音坂
トンネル長浜市役所

◎

大通寺

至木之本至木ノ本

至米原 至米原

石田町

八幡神社

八幡東

港町

七条町西

川崎町

東上坂町

公
園
町
長浜港

琵琶湖

秀吉と三成の「出逢い」の像

石田三成出生地

大原観音寺
横山城跡

案内人 太
お お

田
た

浩
ひ ろ

司
し

長浜市長浜城歴史博物館
館長

三成出生地と
秀吉との出逢い
石田三成は近江国坂田郡石田村（滋賀県長浜市石田町）に生まれた。

長浜市長浜城歴史博物館の太田浩司館長に
石田とその周辺を案内してもらおう。
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三
成
と
秀
吉
と
の
出
会
い

大
原
観
音
寺
と
法
華
寺
三
珠
院

▲「お墓が埋まっていた塚に
登るとおなかが痛くなると
言われていました」と話す
石田三成公事蹟顕彰会の
木下茂昭さん

▲八幡神社に安置されている供養塔

▲「三成産湯の井戸」まで歩いてすぐ▲「三成水汲みの井戸」がある大原観音寺

▲秀吉と三成の「出逢い」の像

屋
敷
跡
の
東
に
は
、石
田
家
の

氏
神
と
い
わ
れ
る
八は
ち

幡ま
ん

神
社
が
あ

る
。
昭
和
16
年
、神
社
の
境
内
か

ら
、故
意
に
割
ら
れ
た
多
数
の
五

輪
塔
残
欠
が
発
見
さ
れ
た
。そ
の一

部
に
は
、天
文・
永
禄
の
年
号
が
刻

ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、石
田

家
に
関
係
あ
る
墓
で
、そ
の
滅
亡

後
破
壊
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。昭
和
47
年
に

な
っ
て
八
幡
宮
の
裏
手
に
供
養
塔

が
新
た
に
建
立
さ
れ
、そ
の
周
り

に
出
土
し
た
墓
石
も
改
葬
さ
れ
て

い
る
。

三
成
と
秀
吉
の
出
会
い
に
つ
い

て
は「
三
献
の
茶
」の
逸
話
が『
武

こ
の「
あ
る
寺
」が
ど
こ
で
あ
る

か
に
つ
い
て
は
、米
原
市
朝
日
の
大

原
観
音
寺
説
と
、長
浜
市
木
之
本

―
―
長
浜
城
主
の
秀
吉
が
鷹
狩
り
の
帰
り
喉
が
渇
き
、あ
る
寺
に
立
ち
寄

り
茶
を
求
め
た
。
寺
の
小
姓
だ
っ
た
三
成
は
ぬ
る
め
の
茶
を
大
き
な
茶
碗
で

出
し
、
も
う
一
杯
求
め
ら
れ
る
と
少
し
熱
い
茶
を
茶
碗
半
分
足
ら
ず
出
し

た
。
秀
吉
が
試
み
に
も
う
一
杯
求
め
る
と
、三
成
は
熱
い
茶
を
小
さ
な
茶
碗

で
出
し
た
。秀
吉
は
そ
の
気
働
き
に
感
じ
入
り
近
習
と
し
た
。

観
音
寺
は
、三
成
が
生
ま
れ
た

石
田
か
ら
峠
を
東
に
越
え
た
、か

つ
て
の
大
原
荘
内
、現
在
の
米
原

市
朝
日
に
あ
る
天
台
宗
寺
院
で
あ

る（
観
音
坂
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
て

す
ぐ
）。寺
内
に
は「
三
成
水
汲
み

の
井
戸
」
が
あ
り
、滋
賀
県
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
６
０
０
点

余
に
の
ぼ
る
そ
の
所
蔵
文
書
の
中

に
、石
田
村
の
土
豪
だ
っ
た
石
田
氏

の
姿
が
散
見
さ
れ
る
。

三
珠
院
説
か
ら
は
石
田
家
と

古
橋
村
の
深
い
つ
な
が
り
を
導
き

出
す
こ
と
が
で
き
、関
ヶ
原
合
戦

将
感
状
記
』な
ど
江
戸
時
代
の
複

数
の
逸
話
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

町
古
橋
の
法ほ
っ

華け

寺じ

三さ
ん

珠じ
ゅ

院い
ん

説
の
二

つ
が
あ
る
。

後
、三
成
が
な
ぜ
古
橋
に
隠
れ
た

か
と
い
う
謎
を
解
決
す
る
。

観
音
寺
説
か
ら
は
、父・
正ま
さ

継つ
ぐ

の

浅あ
ざ

井い

氏
家
臣
時
代
の
動
向
を
知
る

こ
と
が
で
き
、究
極
の
と
こ
ろ
伝

承
し
か
存
在
し
な
い
三
成
石
田
村

出
生
の
事
実
を
、先
祖
や
父
親
の

史
料
で
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

J
R
長
浜
駅
東
口
に
は
三
献
茶

の
逸
話
に
ち
な
む
秀
吉
と
三
成
の

「
出
逢
い
」の
像
が
立
っ
て
い
る
。

問 

長
浜
市
観
光
振
興
課

　

 

☎
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7
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2
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問 

米
原
市
商
工
観
光
課

　

 

☎
0
7
4
9‐58‐2
2
2
7
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賤し
ず

ヶが

岳た
け

合
戦
は
天
正
11
年

（
１
５
８
３
）４
月
、羽
柴
秀
吉
と

柴
田
勝
家
が
北
近
江
の
余
呉
湖

周
辺
で
、織
田
信
長
亡
き
後
の
後

継
者
争
い
に
決
着
を
つ
け
る
た
め

戦
っ
た
合
戦
で
あ
る
。両
軍
が
対

峙
す
る
中
で
、三
成
の
活
躍
の
場

が
あ
っ
た
。同
年
３
月
13
日
付
の

石
田
三
成
書
状（
称
し
ょ
う

名み
ょ
う

寺じ

文
書
）

は
、秀
吉
軍
の
た
め
に
諜
報
活
動

を
行
っ
て
い
た
浄
土
真
宗
寺
院
の

称
名
寺
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

柴
田
勝
家
の
陣
地
が
あ
る
柳
ヶ

派
遣
し
た「
忍
び
の
者
」の
活
動

ミ
ツ
ナ
リ
ス
ト
が

史
跡
案
内

第二陣

賤ヶ岳上空から望む琵琶湖（左奥）と余呉湖（右手前）

案内人 太
お お

田
た

浩
ひ ろ

司
し

長浜市長浜城歴史博物館
館長

田上山
▲

賤ヶ岳
▲

大岩山
▲

木之本 IC

卍

卍

長
浜
市
役
所

北
部
振
興
局

石道寺

鶏足寺跡

卍
樹徳寺 8 303

303

北
陸
自
動
車
道

高
時
川

至
長
浜

木ノ本駅 ●

●

●●

● ●己高閣・世代閣
賤ヶ岳古戦場 己高庵

285

281

261

至
下
丹
生

至
揖
斐
川

J
R
北
陸
本
線

至
敦
賀

大音

◎
田部東

下余呉

木之本

余呉湖口

東横町

余呉駅

卍
黒田観音寺

賤ヶ岳リフト

365

514

532

33

琵琶湖

余呉湖

至近江
塩津

至敦賀

木之本地蔵院

黒田家御廟所

きのもと交遊館

大蛇の岩窟

●
法華寺跡

賤
ヶ
岳
合
戦
と
三
成
文
書

賤ヶ岳合戦で
情報戦を制す

織田信長の死後、羽柴秀吉が柴田勝家を制した賤ヶ岳合戦。
加藤清正ら七本槍の活躍が有名だが、その裏には、

石田三成が放った「忍びの者」の暗躍があった。

瀬
に
遣
わ
し
て
い
た
者
が
持
ち

帰
っ
て
き
た
情
報
を
、秀
吉
に
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
、非
常
に
満
足
の

様
子
だ
っ
た
こ
と
を
称
名
寺
に
伝

え
て
い
る
。さ
ら
に
、今
後
も
柳
ヶ

瀬
に
人
を
配
置
す
る
よ
う
依
頼
し

て
い
る
。こ
の
柳
ヶ
瀬
に
配
置
し

た
者
は
、も
ち
ろ
ん「
忍
び
の
者
」

で
あ
ろ
う
。お
そ
ら
く
、敵
情
を
偵

察
す
る
役
目
を
負
っ
て
い
た
と
見

ら
れ
る
が
、称
名
寺
は
そ
の「
忍
び

の
者
」を
管
理・監
督
す
る
立
場
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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派
遣
し
た「
忍
び
の
者
」の
活
動

石
田
三
成
と
国
友
鉄
砲

▲国友鉄砲（火挟み部分）▲賤ヶ岳合戦時に秀吉の本陣となった木之本地蔵院

▲賤ヶ岳合戦図屏風（右隻、長浜市長浜城歴史博物館蔵）

▲賤ヶ岳合戦図（長浜市長浜城歴史博物館蔵）

「
忍
び
の
者
」の
具
体
的
な
行
動

は
、三
成
の
書
状
か
ら
２
日
後
に

出
さ
れ
た
称
名
寺
宛
の
羽
柴
秀
吉

書
状（
称
名
寺
文
書
）に
よ
っ
て
確

認
で
き
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、余
呉

湖
周
辺
の
山
々
に
隠
れ
て
い
る
百

姓
に
対
し
て
、秀
吉
側
に
つ
い
て
柴

田
軍
の
首
を
取
る
手
柄
を
上
げ
た

も
の
は
、褒ほ
う

美び

を
遣
わ
す
と
記
さ

れ
て
い
る
。合
戦
を
前
に
し
て
村

か
ら
逃
れ
、山
々
に
潜
伏
し
て
い

る
百
姓
に
対
し
て
、秀
吉
側
と
な
っ

て
行
動
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
と

の
情
報
を
流
し
続
け
て
い
た
の
で

近
江
国
坂
田
郡
国
友
村（
長
浜

市
国
友
町
）は
、堺
と
共
に
日
本
を

代
表
す
る
鉄
砲（
火
縄
銃
）生
産

地
で
あ
っ
た
。三
成
も
そ
の
領
国

内
と
な
っ
た
国
友
鉄
砲
鍛
冶
を
重

視
し
て
い
た
。家
康
と
の
対
立
が

決
定
的
と
な
っ
て
い
た
慶
長
５
年

（
１
６
０
０
）７
月
18
日
付
の
文
書

で
三
成
は
、国
友
の
鉄
砲
生
産
に

つ
い
て
秀
吉
が
長
浜
城
主
で
あ
っ

あ
る
。賤
ヶ
岳
に
お
い
て
秀
吉
軍

が
七し
ち

本ほ
ん

槍や
り

の
活
躍
に
よ
り
、瞬
く

間
に
柴
田
軍
全
体
を
敗
軍
に
追
い

や
っ
た
背
景
に
は
、こ
う
い
っ
た
三

成
や
称
名
寺
の
指
示
に
よ
る「
忍

び
の
者
」の
諜
報
活
動
が
あ
っ
た

と
推
察
で
き
る
。

な
お
、『
一
ひ
と
つ

柳や
な
ぎ

家か

記き

』に
よ
れ

ば
、秀
吉
の「
先さ
き

懸が
け

衆し
ゅ
う」と

し
て
柴

田
軍
に
突
撃
し
た
将
兵
14
人
の
中

に
、石
田
三
成
の
名
が
見
え
て
い

る
。石
田
三
成
の
数
少
な
い
武
功

を
示
す
記
事
と
し
て
貴
重
だ
が
、

他
の
史
料
に
は
登
場
し
な
い
。

た
時
に
定
め
た
法
度
に
従
う
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。三
成
ら
西
軍
か

ら
家
康
へ
の
宣
戦
布
告
状
と
も
い

え
る「
内
府
ち
か
ひ
の
条
々
」が
出

さ
れ
た
翌
日
で
あ
る
。徳
川
方
で

は
な
く
自
ら
に
優
先
的
に
鉄
砲
を

納
入
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

問 

長
浜
市
観
光
振
興
課

　

 

☎
0
7
4
9‐65‐6
5
2
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関ヶ原から近江古橋へ
慶長年５年（1600）９月15日、三成は
敗色濃厚となった関ヶ原の戦場から離脱
し、再起をかけて山中に姿を消した。次
に姿を現したのは６日後の９月21日。近
江古橋（長浜市木之本町）は自らの領地
であり、母の生まれた里であった。
三成が匿われた法華寺の塔頭・三珠院

があった場所は、小さな案内板がなけれ
ばわからないほどの草叢にすぎない。た
だ、周囲を取り囲む杉木立は、樵の姿に
身をやつした三成が、今にも現れてきそ
うな雰囲気を十分に醸し出している。
『東浅井郡志』はこう記している。

――せっかくたどり着いた三珠院もす
ぐに村民どもの知るところとなり、（中
略）地頭に注進すると善説は突き上
げられる。（中略）されば三成も安居な
り難く、加え此の四五日間、木実落穂
を拾い食して、腸胃を害ひ、歩行もなり
難ければ、近傍の茶園にかくれ臥しけ
るに古橋村の与次郎太夫といへるも
の、草刈に来て之を見付け、己が家
に携え至りて切に之を養ふ

しかし、追っ手は、与次郎の家まで迫っ
てくる。三成は与次郎に背負われ、法華
寺裏山の三頭山中腹にある、「大蛇」と
書いて「オトチ」と読ませる岩穴へと身を
潜めるのである。
三成は最後まで献身的に匿ってくれた
与次郎に対し、こう言った。

――今は我運命極まれりとてものがれ
るべきにあらねば、我を田中に渡すべ
し。さなくば汝が身に危難来るべし

しかし、与次郎は答える。

――いかでさる事候べき。猶何方へも
忍ばせ給へ

古橋ではこのような言い伝えが残る。
与次郎は、三成をカマス（藁で編んだ
米や炭を入れる袋）に入れ、自宅のツシ
（屋根裏の物置）に匿ったのだが、東軍
の田中吉政らの知るところとなり、カマス
ごと背負って逃げようとした。しかし、高
時橋の手前で行く手を止められ、カマス
の中身を問われる。「芋だ」と与次郎は答
えるが、槍でカマスを突かれ、袋の中の
三成は「うっ」と短い声を上げてしまう。
そして、とうとう捕われの身となるのだ。
その与次郎の屋敷跡は、龍泉寺（法華
寺の末寺）の裏手にあり、与次郎が三成
を背負ったまま、飛び降りたという石垣
も、昔のままに残されている。

（田附清子）

▲古橋に残る三成ゆかりの石垣
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佐和山城跡と
周辺寺院をゆく

佐
和
山
は
標
高
２
３
３
ｍ
、比
高

１
４
８
ｍ
で
、麓
か
ら
30
分
も
あ
れ

ば
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
本
丸
の

あ
っ
た
山
頂
ま
で
登
る
こ
と
が
で

き
る
。建
造
物
こ
そ
残
っ
て
い
な
い

が
、わ
ず
か
に
残
る
石
垣
や
土
塁

な
ど
の
遺
構
か
ら
、こ
の
城
の
堅

固
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

城
の
正
面
で
あ
る
大
手
は
坂
田

郡
側（
彦
根
市
鳥
居
本
町
）に
向
い

て
開
き
、城
下
町
の
名
残
で
あ
る

字
名
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。し

石田三成の城・佐和山城は、
近江国坂田郡（滋賀県長浜市・米原市）と、

犬上郡（彦根市・豊郷町・甲良町・多賀町）の境に築かれた。
その麓で生まれ育った田附清子さんに、

佐和山城とその周辺寺院を案内してもらおう。

▲佐和山城本丸に残る石垣

ミ
ツ
ナ
リ
ス
ト
が

史
跡
案
内

第三陣

三
成
の
城・佐
和
山
城

〶

彦根 IC

佐和山城跡

卍

卍

卍

彦根城

琵琶湖

●
警察署
●

警察署

ご城下巡回
バスルート
ご城下巡回
バスルート

●●

彦根
市役所
◎

彦根
市役所
◎

レンタサイクル
めぐりんこ

レンタサイクル
めぐりんこ

ご城下巡回
バス乗り場
ご城下巡回
バス乗り場

鳥居本駅

ひこね芹川駅

8

8

東
海
道
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線 近江鉄

道本線

306

至米原

至近江八幡

至米原

至
近
江
八
幡

佐和山
トンネル 名

神
高
速
道
路

329

517

原町

外町

船町

京橋

本町2

本町1

松原橋

古沢町彦
根
駅

専宗寺卍

龍潭寺

仙琳寺

清凉寺

卍

卍

卍

卍

弁天山
▲大洞弁財天

蓮成寺

宗安寺

妙源寺 卍
卍

銀座町

長曽根町北

京町東

案内人 田
た

附
づ け

清
す が

子
こ

佐和山城研究会代表
オンライン三成会会員

佐和山城大手の夕焼け
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井
伊
家
の
佐
和
山
入
封
に
伴
っ

て
、遠
と
う
と

江う
み（
静
岡
）
井い

伊い
の
や谷
か
ら

移
っ
て
き
た
龍
り
ょ
う

潭た
ん

寺じ

に
は
佐
和
山

城
の
陣
鐘
が
遺
さ
れ
て
お
り
、三

成
の
屋
敷
で
使
わ
れ
て
い
た
板
戸

は
今
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。三
成

の
遺
墨「
残
紅
葉
」は
こ
の
寺
の
什
じ
ゅ
う

宝ほ
う

で
あ
る
。

清せ
い

凉り
ょ
う

寺じ

は
三
成
の
重
臣・
嶋
左

近
の
屋
敷
地
だ
っ
た
と
伝
わ
る
。

本
堂
の
裏
山
に
は
井
伊
家
11
代
藩

主
が
建
て
た「
石
田
群
霊
碑
」
が

あ
る
。左
近・
佐
和
山
城
と
並
び
、

三
成
に
過
ぎ
た
る
も
の
と
し
て
謡

わ
れ
た
百
ひ
ゃ
っ

間け
ん

橋ば
し

は
こ
の
寺
の
前
か

ら
松ま
つ

原ば
ら

内な
い

湖こ

に
架
け
ら
れ
て
い
た
。

仙せ
ん

琳り
ん

寺じ

に
は
三
成
が
水
を
汲

ん
だ
と
伝
わ
る
井
戸
が
あ
る
。こ

の
寺
の
山
門
脇
の
石
仏
は「
石
田

地
蔵
」
と
呼
ば
れ
、佐
和
山
落
城

後
、領
民
た
ち
が
供
養
の
た
め
に

隠
し
祀
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

▲龍潭寺の石田三成像

▲佐和山城内の城門だったという妙源寺の
「赤門」

▲宗安寺の「赤門」と礎石

▲佐和山城の用材が使
われたという専宗寺太
鼓門の天井板 ▲清凉寺七不思議の一つ、儚げな女人

に姿を変えるというタブノキ

▲仙琳寺の石田地蔵 ▲佐和山城図　文化11年（彦根城博物館蔵）

　

鳥
居
本
町
を
通
る
中
山
道
沿

い
に
専せ
ん

宗し
ゅ
う

寺じ

が
あ
る
。山
門
右
隣

に
あ
る
太
鼓
門
の
天
井
板
は
佐
和

山
城
の
門
扉
を
用
い
た
も
の
だ
と

い
う
。身
分
の
高
低
を
問
わ
ず
家

臣
や
領
民
を
大
事
に
し
た
三
成
を

慕
っ
た
足
軽・北
助
が
落
城
す
る
佐

和
山
城
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
い
う

逸
話
が
残
っ
て
い
る
。一
途
に
三
成

の
こ
と
を
慕
う
北
助
の
想
い
が
、

4
0
0
年
以
上
も
経
っ
た
今
も
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

　

彦
根
城
大
手
橋
か
ら
伸
び
る
夢

京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
の
中
ほ
ど

に
位
置
す
る
宗そ
う

安あ
ん

寺じ

の
通
称「
赤

門
」が
、佐
和
山
城
の
大
手
門
だ
と

い
う
。こ
の
寺
に
は
、三
成
が
亡
き

母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し

た
瑞
岳
寺（
一
説
に
は
鳥
居
本
町
笹

尾
の
少
林
寺
に
瑞
岳
寺
を
移
し
た

と
伝
わ
る
）に
祀
っ
て
あ
っ
た
と
い

う
地
蔵
尊
像
と
千
体
仏
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。

　

三
成
の
佐
和
山
御
殿
を
移
築
し

た
と
伝
わ
る
妙
み
ょ
う

源げ
ん

寺じ

は
、本
堂
と

庫
裡
は
建
て
替
え
ら
れ
た
が
、彦

根
の
も
う
一つ
の「
赤
門
」と
呼
ば
れ

る
山
門
は
、佐
和
山
城
内
の
城
門

で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。傷
を
隠
す
か

の
よ
う
に
裏
向
け
て
使
わ
れ
て
い

た
柱
材
は
、解
体
修
理
の
際
に
表
を

向
け
る
と
無
数
の
矢
穴
痕
が
姿
を

現
し
た
。関
ヶ
原
合
戦
後
の
東
軍
に

よ
る
佐
和
山
攻
め
の
激
し
さ
を
物

語
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

問 

彦
根
市
観
光
企
画
課

　

 

☎
0
7
4
9‐30‐6
1
2
0

か
し
三
成
の
屋
敷
は
大
手
の
谷
と

は
反
対
の
犬
上
郡
側（
彦
根
市
古

沢
町
）の
モ
チ
ノ
キ
谷
に
建
て
ら

れ
て
い
た
。

城
の
本
丸
は
関
ヶ
原
合
戦
後
に

10
ｍ
以
上
切
り
落
と
さ
れ
た
と
い

う
。三
成
に
代
わ
っ
て
領
主
と
な
っ

た
井
伊
家
は
、元
和
の
一
国
一
城
令

に
則
り
、完
膚
な
き
ま
で
に
三
成

の
城
を
破
壊
し
た
の
で
あ
る
。

佐
和
山
麓
の
寺
に
三
成
を
偲
ぶ

三
成
を
慕
う
足
軽
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

町
な
か
の
寺
に
三
成
を
偲
ぶ

問レンタサイクルめぐりんこ（アル・プラザ彦根１F） ☎090-9210-3856　問ご城下巡回バス（湖国バス彦根営業所） ☎0749-25-250177



石
田
三
成
ゆ
か
り
の
武
将
た
ち

石
田
三
成
の
家
臣
。近
江
生
ま

れ
と
す
る
説
も
あ
り
、地
元
の
米

原
市
飯い

に
は
嶋
氏
館
跡
が
残
っ
て

い
る
。そ
の
名
家
老
ぶ
り
は「
三

成
に
過
ぎ
た
る
も
の
二
つ
あ
り
嶋

の
左
近
に
佐
和
山
の
城
」と
謡
わ

れ
た
。佐
和
山
西
麓
、現
在
の
清せ

い

凉り
ょ
う

寺じ

（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）敷
地
に

屋
敷
を
構
え
、佐
和
山
城
の
三
の

丸
に
常
駐
し
た
と
伝
わ
る
。関
ヶ

原
の
合
戦
で
の
勇
猛
な
奮
戦
ぶ
り

は
東
軍
中
で
も
語
り
草
と
な
っ
た

と
い
う
。

越
後
上
杉
謙
信
の
養
子
で
あ
る

景
勝
の
重
臣
。三
成
と
親
交
が
深

く
、賤
ヶ
岳
合
戦
の
直
前
か
ら
接

触
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。家

康
に
対
す
る
宣
戦
布
告
と
も
と
れ

る「
直
江
状
」で
知
ら
れ
、関
ヶ
原

の
戦
い
の
遠
因
と
な
る
会
津
征
伐

を
招
い
た
。三
成
と
密
約
を
交
わ

し
家
康
を
東
西
か
ら
挟
撃
し
よ
う

と
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

三
成
の
盟
友・
大
谷
吉
継
は
長

浜
市
余
呉
町
小お

お

谷た
に

の
出
身
と
い

わ
れ
る
。秀
吉
の
奉
行
の
一
人
と
し

て
賤
ヶ
岳
合
戦
な
ど
で
手
柄
を
立

て
、越
前
敦
賀
城
の
城
主
と
な
っ

た
。関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
三
成
率

い
る
西
軍
に
加
わ
り
善
戦
す
る

も
、東
軍
へ
の
寝
返
り
組
の
攻
撃
に

あ
い
自
害
。そ
の
首
は
袋
に
包
ま

れ
て
運
ば
れ
米
原
の
地
に
埋
め
ら

れ
た
と
も
い
わ
れ
、現
地
に
は
祠

も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

信
州
上
田
を
拠
点
と
し
た
知

将
。「
表

ひ
ょ
う

裏り

比ひ

興き
ょ
うの

者
」
（
裏
も
表

も
あ
る
卑
怯
者
）と
の
評
は
、情
勢

の
変
化
に
対
応
し
た
世
渡
り
上
手

へ
の
賞
賛
と
も
言
え
る
。上
田
合

戦
で
２
度
に
わ
た
っ
て
徳
川
軍
を

撃
退
し
た
が
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
西

軍
が
負
け
た
た
め
改
易
さ
れ
た
。

正
室
は
三
成
の
正
室
の
姉
で
、三

成
と
は
義
兄
弟
と
の
説
も
あ
る
。

米
原
と
彦
根
に
館
跡
が
残
る
三
成
重
臣

嶋
　 
左
近
　
し
ま
さ
こ
ん

三
成
と
と
も
に
家
康
に
対
峙
し
た

直
江 

兼
続
　
な
お
え
か
ね
つ
ぐ

米
原
に
首
塚
の
祠
が
建
つ
三
成
の
盟
友

大
谷 

吉
継
　
お
お
た
に
よ
し
つ
ぐ

徳
川
軍
を
２
度
に
わ
た
っ
て
撃
退

真
田 

昌
幸
　
さ
な
だ
ま
さ
ゆ
き

ま
ち
な
か
ス
ポ
ッ
ト！

M
I
T
S
U
N
A
R
I 

11

「
ま
ち
な
か
博
物
館
」企
画
展
示

「
戦
国
無
双
」の
石
田
三
成
や
、島

左
近
、大
谷
吉
継
ら
の
等
身
大
パ

ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

■ 所 �

彦
根
市
本
町
２︲１︲３

　
　
　
　
（
夢
京
橋
あ
か
り
館
２
F
）

■ 電 

0
7
4
9︲27︲５
５
０
１

■ 開 

９
：
30
〜
17
：
30　

■ 休 

火
曜

■ ￥ 

大
人
２
０
０
円
、小
中
学
生
１
０
０
円

ひ
こ
ね
街
の
駅 

治
部
少
丸

佐
和
山
城
ジ
オ
ラ
マ
や
甲
冑
な
ど
展
示

「
ひ
こ
ね
街
の
駅 

戦
國
丸
」近
く
の

空
き
店
舗
を
改
装
し
て
石
田
三
成

関
連
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。 

■ 所 

彦
根
市
河
原
３︲２︲23

　
　
　
　
（
旧
と
も
栄
履
物
店
）

■ 電 

０
７
４
９︲27︲５
０
５
８

　
　
　
　
（
ひ
こ
ね
街
の
駅 

戦
國
丸
）

■ 開 

11
：
00
〜
18
：
00　

■ 休 

無
休  

■ ￥ 

無
料

嶋
氏
館
跡

し
ま
し
や
か
た
あ
と

■ 所 

米
原
市
飯

■ 電 
0
7
4
9︲58︲2
2
2
7（
米
原
市
商
工
観
光
課
）

大
谷
吉
継
の
首
塚

お
お
た
に
よ
し
つ
ぐ
の
く
び
づ
か

■ 所 

米
原
市
下
多
良

■ 電 

0
7
4
9︲58︲2
2
2
7（
米
原
市
商
工
観
光
課
）

真
田
昌
幸
の
長
男
。関
ヶ
原
の

合
戦
前
の
西
軍
挙
兵
時
に
、昌
幸・

信
幸・
信
繁
ら
は
、東
西
ど
ち
ら
が

勝
っ
て
も
家
が
残
る
よ
う
、東
軍
と

西
軍
に
分
か
れ
た
と
い
う（
犬
伏
の

真
田
昌
幸
の
次
男
。関
ヶ
原
の

合
戦
前
、父
と
と
も
に
居
城
上
田

城
に
籠
り
、中
山
道
を
進
軍
す
る

東
軍・徳
川
秀
忠（
家
康
の
三
男
）

勢
を
迎
え
撃
ち
、関
ヶ
原
に
遅
参

長
浜
市
須す

賀が

谷た
に

町ち
ょ
う

出
身
の
豊
臣

家
重
臣
で
、賤し

ず

ヶが

岳た
け「

七し
ち
ほ
ん
や
り

本
槍
」の一

人
と
し
て
知
ら
れ
る
。近
江
衆
と

し
て
武
力・
行
政・
技
術
な
ど
の
分

長
浜
市
湖
北
町
速
水
出
身
の
秀

吉
家
臣
で
、小
牧
長
久
手
の
陣
や

小
田
原
北
条
氏
攻
め
、朝
鮮
出
兵

な
ど
に
従
軍
。秀
吉
死
後
、秀
頼

別
れ
）。ひ
と
り
東
軍
に
つ
い
た
信

之
だ
が
、三
成
と
の
公
私
に
わ
た
る

手
紙
が
多
く
残
る
。信
州
松
代
藩

の
初
代
藩
主
と
な
り
、幕
末
ま
で

続
く
藩
の
礎
を
築
い
た
。

さ
せ
た
。大
坂
の
陣
で
も
豊
臣
方

の
武
将
と
し
て
活
躍
し
、特
に
夏

の
陣
で
は
、徳
川
家
康
の
本
陣
ま

で
攻
め
込
み
、家
康
を
追
い
つ
め

た
が
討
ち
死
に
し
た
。

野
で
活
躍
し
た
。関
ヶ
原
の
戦
い

以
降
も
豊
臣
秀
頼
に
仕
え
て
い
た

が
、大
坂
の
陣
で
は
一
転
し
て
豊
臣

家
に
対
し
た
。

の
親
衛
隊・
七
手
組
頭
の
一
人
と
な

る
。大
坂
落
城
に
あ
た
っ
て
は
秀

頼・
淀
殿
の
側
に
最
期
ま
で
い
た

が
、豊
臣
家
の
滅
亡
に
殉
じ
た
。

三
成
と
の
立
場
を
越
え
た
友
情

真
田 

信
幸（
信
之
）　
さ
な
だ
の
ぶ
ゆ
き

大
坂
夏
の
陣
で
家
康
を
追
い
つ
め
た

真
田 

信
繁（
幸
村
）　
さ
な
だ
の
ぶ
し
げ（
ゆ
き
む
ら
）

豊
臣
家
の
命
運
を
背
負
っ
た

片
桐 

且
元
　
か
た
ぎ
り
か
つ
も
と

大
坂
夏
の
陣
で
は
秀
頼
側
近
と
し
て
活
躍

速
水 

守
久
　
は
や
み
も
り
ひ
さ

▲協力：コーエーテクモゲームス
▲石田三成の墨絵（墨絵師 御歌頭）
と佐和山城のジオラマ
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佐和山城跡
さわやまじょうあと

地図 P.6, P.12

三成の居城跡。山頂に本丸跡が
ある。団体等で登る時は清凉寺
（TEL0749-22-2776）まで問い
合わせが必要。
■ 所 彦根市古沢町・佐和山町など
■ 電 0749-22-2954（彦根市観光案内所）

大洞弁財天（長寿院）
おおほらべんざいてん（ちょうじゅいん）

地図 P.6

経蔵に並ぶ大黒様は、内湖に架けた
百間橋の余材で三成の顔に似せて
作られたともいう。秋に公開される。
■ 所 彦根市古沢町1139
■ 電 0749-22-2617

龍潭寺
りょうたんじ

地図 P.6

境内には三成の銅像や佐和山観音
像があり、裏山から佐和山に登るハ
イキングコースも整備されている。
■ 所 彦根市古沢町1104
■ 電 0749-22-2777

清凉寺
せいりょうじ

地図 P.6

井伊家の菩提寺。三成の重臣・嶋
左近の屋敷地だったと伝わる。石
田一族の霊を供養した「石田群霊
碑」が建立されている（非公開）。
■ 所 彦根市古沢町1100

石 田 三 成 ゆ か り の 地 を 訪 ね る
仙琳寺
せんりんじ

地図 P.6

三成が水を汲んだと伝わる井戸が
ある。領民たちが供養のため隠し
持っていた「石田地蔵」を安置。
■ 所 彦根市古沢町946
■ 電 0749-23-9877

宗安寺
そうあんじ

地図 P.6

通称「赤門」が佐和山城の大手門だ
と伝わる。三成の母の菩提寺にあっ
たという地蔵尊と千体仏を安置。
■ 所 彦根市本町2-3-7
■ 電 0749-22-0801

蓮成寺
れんじょうじ

地図 P.6

佐和山山中の法華丸を移した寺だ
と伝わる。三成の念持仏であった鬼
子母神像を4月と9月に公開。
■ 所 彦根市栄町1-5-11
■ 電 0749-22-4333

妙源寺
みょうげんじ

地図 P.6

11月に三成と一族の供養祭が行わ
れている。朱塗りの山門が佐和山城
の城門だったことをうかがわせる。
■ 所 彦根市河原3-4-32
■ 電 0749-30-6120（彦根市観光企画課）

専宗寺
せんしゅうじ

地図 P.6

太鼓門の天井板は、三成を慕う足
軽が落城する佐和山城から持ち出
した門扉を用いたものだと伝わる。
■ 所 彦根市鳥居本町1725
■ 電 0749-30-6120（彦根市観光企画課）

大原観音寺
おおはらかんのんじ

地図 P.2, P.12

石田町からトンネルを越えた先にあ
る。三献茶の逸話にちなんだ「三成
水汲みの井戸」がある。
■ 所 米原市朝日1342
■ 電 0749-58-2227（米原市商工観光課）

成菩提院
じょうぼだいいん

地図 P.12

信長や秀吉などの武将が宿営した
記録や「石田三成十三ヶ条成菩提
院村掟」が残されている。
■ 所 米原市柏原1692
■ 電 0749-57-1109

春日神社（世継）
かすがじんじゃ（よつぎ）

地図 P.12

近江國坂田郡志によれば、三成が
戦勝祈願し、手ずから一株の藤を植
えた。古木が藤棚をつくっている。
■ 所 米原市世継1066
■ 電 0749-58-2227（米原市商工観光課）

石田三成出生地
いしだみつなりしゅっしょうち

地図 P.2, P.12

石田三成屋敷跡に建つ石田会館で
は関連資料を展示。周辺に三成産
湯の井戸などの関連史跡がある。
■ 所 長浜市石田町576
■ 電 0749-62-8285（石田会館）

横山城跡
よこやまじょうあと

地図 P.2, P.12

三成が生まれた石田の東の丘陵に
築かれた。信長の武将であった秀
吉が城番として守備していた。
■ 所 長浜市石田町など
■ 電 0749-64-0395（長浜市文化財保護センター）

国友鉄砲の里
くにともてっぽうのさと

地図 P.4, P.12

国友は大坂の堺とならぶ鉄砲（火縄
銃）の産地として栄え、三成ら戦国
武将の注文を受けていた。
■ 所 長浜市国友町534
■ 電 0749-62-1250（国友鉄砲の里資料館）

木之本地蔵院
きのもとじぞういん

地図 P.4, P.12

背丈６mの地蔵菩薩は眼病平癒の
仏さまとして知られる。賤ヶ岳の合
戦では秀吉の本陣となった。
■ 所 長浜市木之本町木之本944
■ 電 0749-82-2106

賤ヶ岳古戦場
しずがたけこせんじょう

地図 P.4, P.12

三也（三成）の名が初めて一次史料
に登場するのが賤ヶ岳合戦。山頂か
らは琵琶湖と余呉湖を一望できる。
■ 所 長浜市木之本町・余呉町
■ 電 0749-82-5909（奥びわ湖観光協会）

己高閣・世代閣
ここうかく・よしろかく

地図 P.4, P.12

己高山中の廃寺の寺宝などを収蔵
する。三成の母・瑞岳院の墓石（長
浜市指定文化財）も安置。
■ 所 長浜市木之本町古橋1100
■ 電 0749-82-2784（古橋集会所）

法華寺跡
ほっけじあと

地図 P.4, P.12

「三献茶」もう一つの舞台。関ヶ原
合戦後に三成が匿われたという。
本堂に続く石段と石垣のみが残る。
■ 所 長浜市木之本町古橋
■ 電 0749-82-2784（古橋集会所）

大蛇の岩窟
おとちのがんくつ

地図 P.4, P.12

関ヶ原合戦後、三成が匿われたとい
う法華寺裏山の岩窟。危険なので
単独での出入りは控えること。
■ 所 長浜市木之本町古橋
■ 電 0749-82-2784（古橋集会所）
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彦根手拭い MITSUNARI 11
1,300円

石田三成/大谷吉継 化粧ポーチ
各2,400円+税
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北ビワコホテル グラツィエ 日本料理 竹生島
三献茶漬け
■¥ 1800円＋税
■所 長浜市港町4-17　■ＴＥＬ 0749-62-7777

MAP → P.12

旬彩とマス料理 醒井楼
三成三種のにぎりめし
■¥ 900円＋税（12名以上から予約受付）
■所 米原市上丹生2054　■ＴＥＬ 0749-54-0120

�

四季菜
三成勝丼
■¥ 680円 ■所 彦根市大東町2-28 アル・プラザ６Ｆ
■ＴＥＬ 0749-22-6707

�

� 黒壁 びわこレストラン ROKU
三献の茶ロール 三成のおもてなし
■¥ 650円＋税
■所 長浜市元浜町11-23　■ＴＥＬ 0749-62-6364

❻

かなやキッチン
レアな三成
■¥ 1580円
■所 米原市醒井621-3　■ＴＥＬ 0749-54-8139

�

黒壁 びわこレストラン ROKU
忠義の一杯
■¥ 650円＋税
■所 長浜市元浜町11-23　■ＴＥＬ 0749-62-6364

❻

旬彩とマス料理 醒井楼
三成の和菓子“柿のゆず満月”
■¥ 400円＋税（要予約、数量限定）
■所 米原市上丹生2054　■ＴＥＬ 0749-54-0120

� いと半老舗
大一大万大吉どら焼き
■¥ 110円
■所 彦根市河原三丁目1-20  ■ＴＥＬ 0749-22-1026

�

いと半老舗
大一大万大吉焼饅頭
■¥ 150円
■所 彦根市河原三丁目1-20  ■ＴＥＬ 0749-22-1026

�

黒壁 びわこレストラン ROKU
抹茶とみそ、2種のブッセ 勝負への思い
■¥ 650円＋税
■所 長浜市元浜町11-23　■ＴＥＬ 0749-62-6364

❻

洋菓子工房 バニラビーンズ
干し柿とクルミのパウンドケーキ
■¥ 680円
■所 彦根市本町一丁目7-34（四番町スクエア彩菜館内）
■ＴＥＬ 0749-27-4095

�

いと半老舗
大一大万大吉上用饅頭
■¥ 150円
■所 彦根市河原三丁目1-20  ■ＴＥＬ 0749-22-1026

�

パン工房　ポム・ド・テール
三成の茶らすく
■¥ 700円
■所 長浜市地福寺町11-12　■ＴＥＬ 0749-65-6388

� 常喜家
三献のcha
■¥ 180円＋税（要予約）
■所 米原市長岡1180-3　■ＴＥＬ 0749-55-0038

�

いと半老舗
大一大万大吉大福
■¥ 110円
■所 彦根市河原三丁目1-20  ■ＴＥＬ 0749-22-1026

�

手づくり工房 みゆう
三献の茶ロール
■¥ 1296円（数量限定）
■所 長浜市高月町落川18-1 ■ＴＥＬ 0749-85-2111

❸柏屋老舗
三成さんの濱どら
■¥ 170円
■所 長浜市分木町3-36　■ＴＥＬ 0749-62-0621

❺

長浜ロイヤルホテル 中国料理レストラン 皇帝
三成も食べたかもしれないチャーハン茶漬け
■¥ 要問い合わせ
■所 長浜市大島町38　■ＴＥＬ 0749-64-2000

長浜ロイヤルホテル 中国料理レストラン 皇帝
琵琶鱒重セット
■¥ 要問い合わせ
■所 長浜市大島町38　■ＴＥＬ 0749-64-2000

Japanese dining 和 ow
三茶弁当
■¥ 1500円＋税（要予約）
■所 米原市顔戸1360-1　■ＴＥＬ 0749-52-8128

おかずやさん
おかずやさんの三成弁当
■¥ 1000円（要予約） ■所 彦根市竹ヶ鼻町43-1 ビバシティ彦根１F
■ＴＥＬ 0749-24-5877

❾

�

❾

�

スリール パティシエオガワ
三成の縁
■¥ 756円
■所 彦根市後三条町265-1  ■ＴＥＬ 0749-24-2422

�

甘

黒壁 びわこレストラン ROKU
ピラフ de 三成
■¥ 1500円＋税
■所 長浜市元浜町11-23　■ＴＥＬ 0749-62-6364

Salon Bar Thistle
筑摩奈良漬けサンド
■¥ 700円　■所 彦根市旭町9-14 ホテルサンルート彦根１Ｆ
■ＴＥＬ 0749-22-7071

洋

❻ �

石
田
三
成
ゆ
か
り
の
味
に

MITSU
NARI M

ESHI

石田三
成ゆか

りの味

和
洋
中
の
本
格
料
理
か
ら
ス
イ
ー
ツ
ま
で
、
石
田
三
成
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
イ
メ
ー
ジ
に
ち
な
ん
だ
「
三
成
め
し
」
が
続
々
登
場
！
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石田〜佐和山〜古橋
「三成の生涯」ドライブコース

図録『石田三成と湖北』
1,000円

三成旗印彫刻名刺ケース
3,740円

1,700円+税

1,200円+税

2,000円+税

1,900円+税

880円

1,000円

北
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1
1
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９
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00
～
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：
00
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不
定

佐和山山頂

　案内するドライバーは、石田三成やゆか
りの地について一定の研修を受けた認定ド
ライバー。タクシーは、ゲーム「戦国無双」
の石田三成キャラクターをラッピングした
特別仕様もある（近江タクシーのみ）。

三成タクシーでめぐる旅
　長浜・米原・彦根の三成ゆかりの地
をガイド付きでめぐる「三成タクシー」。
JR木ノ本、長浜、米原、彦根の各駅前
発着で運行中 !

ご予約・お問い合わせ先
長浜・米原エリア
近江タクシー長浜営業所
■電 0749-62-0106
彦根エリア
近江タクシー彦根営業所
■電 0749-22-0106
渚タクシー
■電 0749-24-7578
ひこねタクシー
■電 0749-22-4500
長浜木之本エリア
伊香交通
■電 0749-82-2135

大原観音寺の「三成水汲みの井戸」

石田会館前の石田三成像

この
ステッカーが

目印☆

ふるさと夢公社きのもと 己高庵
三成御膳
■¥ 1730円
■所 長浜市木之本町古橋1094 ■ＴＥＬ 0749-82-6020

日本料理 ふじ石亭
戦国三成御膳
■¥ 昼￥3500円＋税、￥5000円＋税、夜￥7500円＋税（要予約）
■所 長浜市朝日町13-21　■ＴＥＬ 0749-62-8000

長浜ロイヤルホテル
味のれん
五穀三成茶漬
■¥ 690円
■所 長浜市大島町38　■ＴＥＬ 0749-64-2000

冨田酒造
清酒 石田三成
■¥ 1545円
■所 長浜市木之本町
　 木之本1107
■ＴＥＬ 0749-82-2013

Salon Bar Thistle
MITSUNARI 
〜石田三成〜
■¥ 950円
■所 彦根市旭町9-14
　 ホテルサンルート彦根１Ｆ
■ＴＥＬ 0749-22-7071

和

酒

❷

グリーンパーク山東 レストラン しゃべの
三成流鴨そば
■¥ 900円
■所 米原市池下80-1　■ＴＥＬ 0749-55-3751

� かなやキッチン
三成 押（治部少・刑部少の美しき友情）
■¥ 1280円
■所 米原市醒井621-3　■ＴＥＬ 0749-54-8139

�北陸自動車道 神田 PA（下り線）
石田治部少輔 近江三成定食
■¥ 1560円（平成28年11月30日まで「近江戦国定食」1260円）
■所 長浜市加田今町1-5  ■ＴＥＬ 0749-65-7050

�

びわ湖畔味覚の宿 双葉荘
MEAT三成　三献の肉
■¥ 昼￥5500円〜＋税、夜￥8000円〜＋税（３日前までに要予約）
■所 彦根市松原町1377　■ＴＥＬ 0749-22-2667

�

❼ ❽

旬彩とマス料理 醒井楼
三成親子ビワマス丼
■¥ 1400円＋税（要予約）
■所 米原市上丹生2054　■ＴＥＬ 0749-54-0120

�

近江牛と近江鶏の店 近江や
三成丼御膳
■¥ 1200円＋税
■所 彦根市本町1-6-25 ２F ■ＴＥＬ 0749-22-6728

�

旬彩とマス料理 醒井楼
ビワマス三成膳
■¥ 2000円＋税（10名以上から予約受付）
■所 米原市上丹生2054　■ＴＥＬ 0749-54-0120

�

くつろぎ DINING 風花
三成最期の晩餐 ニラ雑炊
■¥ 750円
■所 彦根市肥田町1010-1 ■ＴＥＬ 0749-43-5633

�
❶

�

長浜ロイヤルホテル 中国料理レストラン 皇帝
三成福建炒飯
■¥ 1600円
■所 長浜市大島町38　■ＴＥＬ 0749-64-2000

長浜ロイヤルホテル 中国料理レストラン 皇帝
チャイニーズランチ“絆”三成
■¥ 要問い合わせ
■所 長浜市大島町38　■ＴＥＬ 0749-64-2000

中国料理 招禄
三成餃子
■¥ 450円
■所 彦根市河原2-2-6　■ＴＥＬ 0749-22-7116

赤谷の里
三成弁当
■¥ 1080円（要予約）
■所 長浜市小谷丁野町234 ■ＴＥＬ 080-5362-0284

中

弁

❾

�

❾

❹

11



21

３６５

３６５

３06

３07

３07

421

477

303

303

161

１６１

８

８

８

1

４７７

３６７

３０３

８

３０３

３６７

１６１

岐　阜　県

福　井　県

１６１

1

川
時
高

伊吹山
▲

犬
上
川

芹
川

姉川

湖
呉
余

竹生島

多景島

線
陸
北
Ｒ
Ｊ

道
車
動
自
陸
北

ＪＲ東海
道新幹

線

湖岸
道路

おうみしおつ

ながはら

よご

きのもと

たかつき

かわけ

とらひめ

さかた

たむら

さ
め
が
い

かしわばらかしわばら

木之本IC木之本IC

長浜IC

彦
根
IC

米原IC

  小谷城SIC
（平成29年３月開業予定）

ながはま

まいばら

おうみ
ながおか

ひこね

のとがわ

いなえ

あづち

たが

米原市

多賀町
彦根市

長浜市

琵

　琶

　湖

3

14

15

17

16

26

27

18

4

13
12

長浜市木之本エリア

彦根エリア

賤ヶ岳古戦場

法華寺跡
大蛇の岩窟

小谷城跡

姉川古戦場

横山城跡

長浜・米原エリア

関ヶ原古戦場

国友鉄砲の里資料館

石田三成出生地
（石田会館）

成菩提院

春日神社（世継）

称名寺

長浜城歴史博物館

佐和山城跡
彦根城 松尾寺

木之本地蔵院

大原観音寺

秀吉と三成の「出逢い」の像

大谷吉継の首塚
嶋氏館跡

石
田
三
成

関
連
マ
ッ
プ

MEET三成　長浜・米原・彦根 ver.2.0 ■ 平成28年9月15日発行
発行●びわ湖・近江路観光圏活性化協議会［石田三成連携事業］  　編集・制作●サンライズ出版  　協力●一般財団法人佐和山三成会／石田三成公事蹟顕彰会／佐和山城研究会

特急
1時間49分

ひかり・こだま
27分

9分5分新快速
51分

のぞみ 1時間1分のぞみ
1時間43分

のぞみ
1時間43分

京都線
新快速28分

湖西線

北
陸
本
線

新幹線

大
津

長

　浜米

　原

彦

　根
京

　
　都

大
阪

岡
山

東
京

金
沢

名
古
屋

博
多

琵琶湖線

敦賀

新疋田

近江塩津 余呉永原 木ノ本 高月 河毛 虎姫

田村
坂田 醒

ケ
井

至
名
古
屋

至京都

長浜

米原

彦根
JR東海道本線
（琵琶湖線）

JR北陸本線

琵琶湖

3
分 3

分
4
分

4
分

4
分

5
分

至
京
都

4
分

6分

7分

3分

2分

2分

5分

北近江（米原）まで 電車でお越しの場合
◦東京から新幹線で約2時間10分　◦名古屋から新幹線で約30分
◦金沢から特急で約2時間　　　　◦新大阪から新幹線で約40分
◦岡山から新幹線で約1時間55分　◦福岡から新幹線で3時間25分
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三成めし
❶	冨田酒造 酒
❷	�ふるさと夢公社きのもと己高庵 和
❸	手づくり工房 みゆう 甘
❹	�赤谷の里 弁
❺	柏屋老舗 甘
❻	�黒壁 びわこレストラン ROKU 洋 甘

❼	日本料理 ふじ石亭 和
❽	�長浜ロイヤルホテル 味のれん 和
❾	�長浜ロイヤルホテル� 	
中国料理レストラン 皇帝 中

�	�北ビワコホテル グラツィエ� 	
日本料理 竹生島 和

�	パン工房 ポム・ド・テール 甘
�	北陸自動車道 神田PA（下り線） 和
�	Japanese dining 和ow 弁

�	�グリーンパーク山東� 	
レストラン しゃべの 和

�	常喜家 甘
�	かなやキッチン 和 甘

�	旬彩とマス料理 醒井楼 和 甘

�	びわ湖畔味覚の宿 双葉荘 和
�	Salon Bar Thistle 洋 酒

�	四季菜 和
�	いと半老舗 甘
�	中国料理 招禄 中
�	近江牛と近江鶏の店 近江や 和
�	洋菓子工房 バニラビーンズ 甘
�	スリール パティシエオガワ 甘
�	おかずやさん 弁
�	くつろぎDINING 風花 和

長浜・米原エリア
龍潭寺

治部少丸

MITSUNARI11

大原観音寺


